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  日本の場合は、約 6 割の中小企業が信用保証を使っている。CRD（credit risk database）
がこのデータを集めて、それを統計処理し、倒産確率などの分析をしている。2001 年に CRD
が設立され、2010 年の 3 月では、1,100 万程度のデータが集まっている。倒産した企業のデー























発表するものであり、 （独）経済産業研究所としての見解を示すものではありません。 3 
 
 
第１章  アンケート調査に基づく中小企業への融資メカニズム 
 


















１－３  ソフト情報（定性情報）の活用 





１－３  海外の関連文献 
  海外でもこういう研究が進んでおり、Nakamura and Roszbach(2010)では、スウェーデン







１－４  ソフト情報と融資決定権限 
  ソフト情報では、第一に、 “質の高いソフト情報”が収集されるかどうかが重要である。第4 
 





かという incentive に働いている。 
 













ましいという研究が、Godbillon-Camus and Godlewski (2006)によってなされている。 
 
１－６  ソフト情報の活用 





  イタリアの銀行に関しても、 渉外担当者の融資の可否で情報がどのように使われているかと
いう、日本と似た研究がすでに行われている。(Casolaro, Prete and Mistrulli (2010)) 
 
１－７  垂直的組織と水平的組織 
  日本でこれまでどのように研究が行われてきたかをまとめる。 第１番目は、 組織形態として






  以上のような先行研究から、４つの論点が絞られる。 











１－８  審査部の４つの柱 
  、日本の場合には、審査部には４つの柱があると言われている。(i)融資企画、(ii)審査、(iii)
債権管理、(iv)経営サポート。審査に関わる人員の数では、地方銀行で 13.7 名がひとつの案件




いないといけないわけであるが、 信用金庫、 信用組合はそのような業種別特性はあまり見ない。  
 
１－９  審査フローと審査権限に関する比較 
  「審査フロー」の日数を見ると、地方銀行では 4.4 日、信用金庫が 2.9 日、信用組合が 3.7
日となっている。これからみても、審査にどれくらいかけるかということが、業態によってか
なり違うことが分かる。 また、 支店決済・新規・運転資金で地銀は 7.2 日、 信用金庫が 4.4 日。
信用組合が 5.3 日。ここでも、審査日数で 2－3 日のへだたりが見られる。 






って違いがあり、 １対１のケース。 本部の決定割合が７～８割のケースなど、 さまざまである。
信用組合の本部決裁比率は高く、80％を超えている。これは信用組合の場合、おそらく、支
店が非常に小さいということが、信用組合の特徴であるからだと思われる。 
  融資担当者による平均的な融資の企業件数であるが、地域銀行では 40～60 先の取引先を一
人の融資担当者がみている。信用金庫、信用組合では、30～50 未満。目標訪問回数、どれく






１－１０  ソフト情報の利用 
  「ソフト情報」の活用を調べる。ソフト情報としては、 「経営者評価(95.0%)」が、非常に高
い。続いて、 「企業・事業性評価」が 80.3％である。 


































    
 
第２章  中小企業データ整備による情報の非対称性の提言とアジアへの展開 
 
２－１  銀行貸出の膨張 









































































２－５  中小企業の格付けと CRD データ 
つぎに、中小企業でも、 「格付け」ができないだろうか、ということである。以下は、タイ






















している。約 200 の金融機関が、CRD のデータを使いながら，取引相手企業の倒産確率や企
業格付けを行っている。1995 年からのデータが集まっている。実際には、2001 年から CRD
が設立され、約 10 年、それぞれの中小企業のデータを過去にさかのぼり、2010 年の 3 月で
は、1,100 万くらいのデータが集まっている。倒産した企業のデータも 1,368,000 データ、個
人企業のデータも 292 万データある。このように、非常に多くの全国データを CRD が集める











れの金融機関が利用している CRD データである。CRD のデータは財務データ、非財務デー
タ、倒産した企業のデータ等が集められている。 
CRD では、収益性、効率性、生産性、安全性、成長の可能性、などを見ながらそれぞれの




２－６  CRD データの ASEAN への適用 
日本でやっているのと全く同じデータを ASEAN に持って行けないだろうか？  ASEAN
でも全く同じデータを構築できれば、日本の中小企業金融機関、あるいは、日本の中小企業が













2 番目に、中小企業のデータを集める CRD のような機関は、収入が必要である。日本のＣ







２－７  地域ファンドによるリスクマネーの地方への提供 
































  金融機関が預金で集める資金をミドルリスク企業に融資するのではなく、 金融機関の窓口を
通じて、地域の投資信託・地域ファンドとして、少しリスクはあるが、成長性の高い企業やプ
ロジェクトに資金を提供する方法があると思う。 現在、 銀行や郵便局を通じて販売される多く
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